
エ
リ
ア
の
集
客
性
、
土
地
単
価
で
評
価
し
、

合
計
点
の
高
い
上
位
７
公
園
を
選
定
し
ま
し

た
。

公
園
の
目
標
像
…
渋
谷
カ
ル
チ
ャ
ー
を
発
展

さ
せ
る
公
園
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
や

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
後
押
し
す
る
公

園
・
昼
も
夜
も
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
や
文
化

を
発
信
す
る
公
園
・
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
担
う
公
園
・
事
業
者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
施
設
整
備
や
管
理
を
行
う
公

園
・
多
く
の
来
街
者
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な

魅
力
的
な
景
観
整
備
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

創
出
を
図
る
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
推
進
す
る

「
エ
リ
ア
の
顔
と
な
る
公
園
」

「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」
以
外
の
公
園

の
な
か
で
、
充
分
な
施
設
整
備
が
可
能
と
な

る
面
積
の
あ
る
公
園
や
地
元
住
民
が
集
ま
り

や
す
い
場
所
、
土
地
単
価
が
高
く
民
間
活
力

導
入
の
可
能
性
を
期
待
で
き
る
公
園
。
公
園

面
積
、
一
般
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
と
連
携

が
期
待
で
き
る
施
設
と
の
近
接
性
、
土
地
単

価
で
評
価
し
、
５
つ
の
地
域
ご
と
に
合
計
点

の
高
い
公
園
か
ら
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
て
選
定
し
、
全
部
で
12
公
園
と
な
り
ま
し

た
。

公
園
の
目
標
像
…
エ
リ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
推
進
す
る
公
園
・
エ
リ
ア
主
体
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
交
流
が
生
ま
れ
る
公

園
・
い
つ
も
誰
か
に
会
え
る
よ
う
な
場
所
と

な
る
公
園
・
地
域
に
お
け
る
文
化
交
流
に
つ

な
げ
る
公
園
・
子
ど
も
が
自
由
に
安
心
し
て

外
遊
び
が
で
き
る
公
園
・
多
様
な
子
ど
も
が

遊
べ
る
公
園
・
区
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
公
園

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特
色

の
あ
る
「
地
域
の
顔
と
な
る

公
園
」

「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」「
エ
リ
ア
の
顔

と
な
る
公
園
」
に
選
定
し
た
公
園
以
外
の
公

園
。
1
1
1
公
園
あ
り
ま
す
。

公
園
の
目
標
像
…
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

特
色
を
持
っ
た
公
園
・
利
用
者
が
目
的
に
応

じ
て
選
択
で
き
る
公
園
・
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
居

場
所
と
な
る
公
園
・
子
ど
も
が
自
由
に
安
心

し
て
外
遊
び
が
で
き
る
公
園
・
日
々
の
健
康

づ
く
り
や
運
動
、
趣
味
が
で
き
る
公
園
・
区

民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
公
園

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
座
談
会
で

収
集
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に

魅
力
ア
ッ
プ
案
を
作
成

渋
谷
区
で
は
公
園
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
渋
谷
区
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
、
主
な
公
園
利
用
者
と
な
る
小
学
校
の
児

童
、
保
育
園
の
先
生
、
障
が
い
者
福
祉
施
設

の
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
子
育
て
に
適
し
た
学
び
の
場
・
遊
び
場

や
緑
や
自
然
を
楽
し
む
場
、
自
由
に
使
え
る

広
場
、
飲
食
が
で
き
る
休
憩
の
場
、
健
康
遊

具
等
の
運
動
が
で
き
る
場
、
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
場
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
や
ベ
ン

チ
、
植
栽
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
多
様
な
専
門
家
や
地
域
を
代
表
す
る
町
会

長
と
一
緒
に
、
区
立
公
園
を
魅
力
的
に
す
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
公
園
座

談
会
を
開
催
し
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
た

く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
公
園
座
談
会
で

収
集
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
魅
力
ア
ッ
プ
案
「
渋
谷
区
公
園

M
E
N
U 

B
O
O
K
」
を
作
成
し
、
今
後

の
個
々
の
公
園
づ
く
り
に
お
け
る
「
話
し
合

い
の
素
材
」
と
し
て
活
用
し
ま
す
。「
渋
谷

区
魅
力
あ
る
公
園
整
備
計
画
」
は
長
期
に
わ

た
る
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
区
民
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
計
画
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

地域の顔となる公園 エリアの顔となる公園 渋谷の顔となる公園
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渋
谷
区
内
に
1
3
0
カ
所
あ
る

公
園
を
魅
力
的
な
場
所
に

渋
谷
区
に
は
現
在
1
3
0
カ
所
の
公
園
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
住
民
の
憩
い
の
場
、
災

害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
い
っ
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
多
く
の
公
園
は
1
9
5
0
年

代
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。
渋
谷
区
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
I
C
T

技
術
の
進
歩
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
大

き
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
、
公

園
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
街
に
は
、
区
民
だ
け
で
は
な
く
、
こ

こ
で
働
く
人
、
学
ぶ
人
、
渋
谷
が
好
き
な
人

な
ど
多
様
な
人
が
集
ま
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

「
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
公
園
づ
く
り
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
公
園
面
積
・
利
用
者
層
・

民
間
活
力
導
入
の
可
能
性
の
３
つ
の
指
標
か

ら
、「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」「
エ
リ
ア
の

顔
と
な
る
公
園
」「
地
域
の
顔
と
な
る
公
園
」

の
３
つ
に
類
型
化
し
、
類
型
ご
と
に
公
園
の

目
標
像
を
設
定
し
、
整
備
の
方
向
性
を
定
め

ま
し
た
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
担
う

「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」

充
分
な
施
設
整
備
が
可
能
な
比
較
的
面
積

の
大
き
い
公
園
の
な
か
で
、
来
街
者
が
多
く

集
ま
る
場
所
や
土
地
単
価
が
高
く
民
間
活
力

導
入
の
可
能
性
を
期
待
で
き
る
公
園
。
公
園

面
積
、
主
要
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
と
立
地

公
園
を
３
つ
に
類
型
化
し

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
像
を
設
定

渋
谷
区
立
公
園
の
現
状
と
し
て
、「
小
規

模
公
園
が
多
い
」「
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い

な
い
公
園
が
あ
る
」「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
せ
て
い
な
い
」「
画
一
的
な
整
備
」「
遊
具

の
種
類
が
乏
し
い
」
と
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
区
立

公
園
を
魅
力
的
な
場
所
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
た
め
に
は
、
公
園
ご
と
に
異
な
る
立
地
の

特
性
や
敷
地
の
規
模
を
踏
ま
え
、
民
間
活
力

の
導
入
に
よ
る
質
の
高
い
空
間
整
備
や
管
理

運
営
の
可
能
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
渋
谷
区

全
体
で
「
特
色
の
あ
る
公
園
づ
く
り
」
を
行

う
こ
と
と
同
時
に
、
多
様
な
利
用
者
の
活
動

や
憩
い
に
活
用
さ
れ
る
場
と
な
る
よ
う
な

敷
地
に
遊
具
や
緑
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
現

在
の
公
園
は
画
一
的
な
場
所
と
な
っ
て
お

り
、
渋
谷
区
に
集
ま
る
多
様
な
人
に
と
っ

て
、
魅
力
的
と
は
言
い
難
い
場
所
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

渋
谷
区
は
、
平
成
28
（
2
0
1
6
）
年
に

渋
谷
区
の
未
来
像
を
「
ち
が
い
を
ち
か
ら
に

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」
と
す
る
「
渋
谷
区
基

本
構
想
」
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想

の
実
現
を
目
指
し
、
区
内
の
公
園
を
渋
谷
区

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
愛
さ
れ
、
区
民
が

誇
り
に
感
じ
ら
れ
る
魅
力
的
な
場
所
に
す
る

た
め
、
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
８
月
に

「
渋
谷
区
魅
力
あ
る
公
園
整
備
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

 

渋
谷
区
立
公
園
の
未
来
を
考
え
る「
渋
谷
区
魅
力
あ
る
公
園
整
備
計
画
」

「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」
を
目
指
す
渋
谷
区
で
は
、
未
来
像
と
し
て
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に
変
え
る
街
。
渋
谷

区
」
を
基
本
構
想
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
渋
谷
区
に
関
わ
る
人
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
の
公
園
の
整
備
計
画
と
、
世
界
的
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
考
え
た
新
し
い
公
共
ト
イ
レ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
渋
谷
区
魅
力
あ
る
公
園
整
備
計
画
」

と
個
性
豊
か
な
公
共
ト
イ
レ
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エ
リ
ア
の
集
客
性
、
土
地
単
価
で
評
価
し
、

合
計
点
の
高
い
上
位
７
公
園
を
選
定
し
ま
し

た
。

公
園
の
目
標
像
…
渋
谷
カ
ル
チ
ャ
ー
を
発
展

さ
せ
る
公
園
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
や

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
後
押
し
す
る
公

園
・
昼
も
夜
も
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
や
文
化

を
発
信
す
る
公
園
・
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
担
う
公
園
・
事
業
者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
施
設
整
備
や
管
理
を
行
う
公

園
・
多
く
の
来
街
者
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な

魅
力
的
な
景
観
整
備
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

創
出
を
図
る
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
推
進
す
る

「
エ
リ
ア
の
顔
と
な
る
公
園
」

「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」
以
外
の
公
園

の
な
か
で
、
充
分
な
施
設
整
備
が
可
能
と
な

る
面
積
の
あ
る
公
園
や
地
元
住
民
が
集
ま
り

や
す
い
場
所
、
土
地
単
価
が
高
く
民
間
活
力

導
入
の
可
能
性
を
期
待
で
き
る
公
園
。
公
園

面
積
、
一
般
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
と
連
携

が
期
待
で
き
る
施
設
と
の
近
接
性
、
土
地
単

価
で
評
価
し
、
５
つ
の
地
域
ご
と
に
合
計
点

の
高
い
公
園
か
ら
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
て
選
定
し
、
全
部
で
12
公
園
と
な
り
ま
し

た
。

公
園
の
目
標
像
…
エ
リ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
推
進
す
る
公
園
・
エ
リ
ア
主
体
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
交
流
が
生
ま
れ
る
公

園
・
い
つ
も
誰
か
に
会
え
る
よ
う
な
場
所
と

な
る
公
園
・
地
域
に
お
け
る
文
化
交
流
に
つ

な
げ
る
公
園
・
子
ど
も
が
自
由
に
安
心
し
て

外
遊
び
が
で
き
る
公
園
・
多
様
な
子
ど
も
が

遊
べ
る
公
園
・
区
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
公
園

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特
色

の
あ
る
「
地
域
の
顔
と
な
る

公
園
」

「
渋
谷
の
顔
と
な
る
公
園
」「
エ
リ
ア
の
顔

と
な
る
公
園
」
に
選
定
し
た
公
園
以
外
の
公

園
。
1
1
1
公
園
あ
り
ま
す
。

公
園
の
目
標
像
…
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

特
色
を
持
っ
た
公
園
・
利
用
者
が
目
的
に
応

じ
て
選
択
で
き
る
公
園
・
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る
居

場
所
と
な
る
公
園
・
子
ど
も
が
自
由
に
安
心

し
て
外
遊
び
が
で
き
る
公
園
・
日
々
の
健
康

づ
く
り
や
運
動
、
趣
味
が
で
き
る
公
園
・
区

民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
公
園

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
座
談
会
で

収
集
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に

魅
力
ア
ッ
プ
案
を
作
成

渋
谷
区
で
は
公
園
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
渋
谷
区
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
、
主
な
公
園
利
用
者
と
な
る
小
学
校
の
児

童
、
保
育
園
の
先
生
、
障
が
い
者
福
祉
施
設

の
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
子
育
て
に
適
し
た
学
び
の
場
・
遊
び
場

や
緑
や
自
然
を
楽
し
む
場
、
自
由
に
使
え
る

広
場
、
飲
食
が
で
き
る
休
憩
の
場
、
健
康
遊

具
等
の
運
動
が
で
き
る
場
、
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
場
、
衛
生
的
な
ト
イ
レ
や
ベ
ン

チ
、
植
栽
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
多
様
な
専
門
家
や
地
域
を
代
表
す
る
町
会

長
と
一
緒
に
、
区
立
公
園
を
魅
力
的
に
す
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
公
園
座

談
会
を
開
催
し
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
た

く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
公
園
座
談
会
で

収
集
し
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
イ
ラ
ス
ト

入
り
の
魅
力
ア
ッ
プ
案
「
渋
谷
区
公
園

M
E
N
U 

B
O
O
K
」
を
作
成
し
、
今
後

の
個
々
の
公
園
づ
く
り
に
お
け
る
「
話
し
合

い
の
素
材
」
と
し
て
活
用
し
ま
す
。「
渋
谷

区
魅
力
あ
る
公
園
整
備
計
画
」
は
長
期
に
わ

た
る
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
区
民
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
計
画
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

地域の顔となる公園 エリアの顔となる公園 渋谷の顔となる公園

3

渋谷区

我が区のおたから_10月号.indd   3 2022/09/27   16:47

3



渋
谷
区
を
舞
台
に
展
開
す
る

TH
E TO

K
Y
O

  TO
ILET

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

渋
谷
区
は
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
10

月
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
と
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
渋
谷

区
な
ら
で
は
の
文
化
や
芸
術
等
の
育
成
と
世

界
へ
の
発
信
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
「
お
も
て

な
し
」
文
化
の
象
徴
で
す
が
、
多
く
の
公
共

ト
イ
レ
が
暗
い
、
汚
い
、
臭
い
、
怖
い
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
利
用
者
が
限
ら
れ
て

い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、
誰
も

が
快
適
に
使
用
で
き
る
公
共
ト
イ
レ
を
渋
谷

区
内
17
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。
ト
イ
レ
は
温

水
洗
浄
便
座
、
車
椅
子
で
の
利
用
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
用
設
備
、
利
用
者
の
性
別
を
問
わ
な

い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ト
イ
レ
を
標
準
の
仕
様

と
し
て
い
ま
す
。

区
内
17
カ
所
の
公
共
ト
イ
レ
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る

ト
イ
レ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
世
界
で
活
躍

す
る
16
人
の
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
参
画
。
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
力
で
真
に
多
様
性

を
受
け
入
れ
る
社
会
の
あ
り
方
を
広
く
提

案
・
発
信
し
ま
す
。

「
公
共
ト
イ
レ
と
は
本
来
、
ど
ん
な
時
に

も
、
誰
に
で
も
、
不
安
な
く
、
快
適
に
使
っ

て
も
ら
え
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
の
主
旨

の
も
と
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
考

え
た
安
全
で
清
潔
な
公
共
ト
イ
レ
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

区
内
17
カ
所
で
順
次
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い

く
公
共
ト
イ
レ
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
個
性
豊
か
な
ト
イ
レ
ば
か
り
で

す
。
現
在
13
カ
所
が
完
成
し
、
2
0
2
2
年

度
内
に
は
す
べ
て
の
ト
イ
レ
の
設
置
を
終
え

る
予
定
で
す

16
人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
考
え
た
公
共
ト
イ
レ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

世
界
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
制
作
に
参
画
し
た
公
共
ト
イ
レ

広尾東公園トイレ　広尾４- ２-27
後智仁（クリエイティブディレクター・アー
トディレクター）
Monumentum。多くの緑に囲まれた公園内
にあるパブリックアートのようなトイレ。世
界人口と同じ79億通りのライティングパター
ンが、昼は木漏れ日のように、夜は月明かり
や漂う蛍のように変化し続けます。
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なトイレの村をデザイン。ランダムな角度の
耳付きの杉板ルーバーに覆われた５つの小屋
は「森のコミチ」で結ばれ、それぞれの内装
は多様なニーズに合わせて異なります。
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生まれた３本のキノコのようなトイレ。個室
型のトイレを３つに分散させることで回遊性
を生み出し、行き止まりがなく視線が抜ける
ことで防犯性を高めています。

神宮通公園トイレ　神宮前６-22- ８
安藤忠雄（建築家）
あまやどり。公共トイレという機能だけでは
ない、都市施設としての意味、パブリックな
価値を持つものでありたいとの考えから、円
形平面の棟から屋根庇が大きくせりだし造形
になりました。

撮
影
：
永
禮
賢
、
提
供
：
日
本
財
団

Photo: Satoshi N
agare, provided by T

he N
ippon Foundation
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き
れ
い
に
使
い
続
け
る
た
め
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
力
を
注
ぐ

THE TOKYO

 TOILET

で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
当
初
か
ら
、
完
成
し
た
ト

イ
レ
を
き
れ
い
に
使
い
続
け
る
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
い
ま
す
。
渋
谷
区
の
公
共
ト
イ
レ

は
通
常
、
１
日
１
回
水
洗
い
と
ブ
ラ
シ
が
け

を
主
と
す
る
「
湿
式
清
掃
」
を
行
い
ま
す
が
、

こ
の
ト
イ
レ
は
１
日
２
〜
３
回
、
乾
拭
き
中

心
の
「
乾
式
清
掃
」
を
実
施
。
乾
式
清
掃
は

漏
電
リ
ス
ク
、
水
漏
れ
に
よ
る
利
用
不
快
度

軽
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
床
、
壁
、
便
器

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
汚
れ
や
材
質
に
適

し
た
専
用
の
除
菌
・
消
臭
剤
と
ダ
ス
タ
ー
を

使
い
、
手
作
業
で
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
、
ト
イ
レ
診
断
士
に
ト

イ
レ
の
健
康
診
断
を
依
頼
。
ト
イ
レ
診
断
士

は
洗
浄
度
や
細
か
い
部
品
の
不
備
を
確
認

し
、
そ
の
診
断
結
果
と
日
々
の
清
掃
業
務
の

報
告
を
基
に
月
次
協
議
会
を
開
き
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

七号通り公園トイレ　幡ヶ谷２-53- ５
佐藤カズー（クリエイティブディレクター）
Hi Toilet（手を使わないトイレ）。海外の公
共トイレの調査結果から発想。トイレにおけ
る全ての行動を音で行うボイスコマンド式の
トイレです。※手を使ってのドアの開閉や便
器の操作も可能。

西原一丁目公園トイレ　西原１-29- １
坂倉竹之助（建築家）
ANDON TOILET。近寄りがたい印象すらあっ
た従前のトイレを、みんなが利用したいと思
える明るく開放的なトイレに。行燈としての
トイレが公園を明るく照らし出すことで公園
全体のイメージの改善を目指します。

はるのおがわコミュニティパークトイレ　
代々木５-68- １
坂　茂（建築家）
ザ トウメイ トウキョウ トイレット。新しい
技術で作られた鍵を締めると不透明になるガ
ラスで外壁を作ることで、トイレに入る前に
中の様子を確認できます。夜には美しい行燈
のように公園を照らします。

恵比寿駅西口公衆トイレ　恵比寿南１- ５- ８
佐藤可士和（クリエイティブディレクター）
WHITE。駅前交番横のトイレは極端に目立ち
すぎない方がいいと考え、入りやすく、使い
やすく一歩引いた清潔な佇まいに。トイレと
して「当たり前な配慮」に向き合ってデザイ
ンした「真っ白なトイレ」です。

恵比寿東公園トイレ　恵比寿１- ２-16
槇文彦（建築家）
タコ公園のイカトイレ。単なるパブリックト
イレとしてだけでなく、休憩所を備えた公園
内のパビリオンとして機能する公共空間とし
たいと考えた爽やかで、少しユーモアのある
デザインです。

代々木深町小公園トイレ　富ヶ谷１-54- １
坂　茂（建築家）
ザ トウメイ トウキョウ トイレット。「はるの
おがわコミュニティパークトイレ」と同じ設
計の透明トイレ。場所によってカラートーン
を分けているのも特徴で、前者が寒色系、後
者が暖色系になっています。

神宮前公衆トイレ　神宮前１- ３-14
NIGO®（ファッションデザイナー／クリエイ
ティブディレクター）
THE HOUSE。コンセプトは温故知新。原宿
の片隅にひっそりと建つ、古き良き一軒家を
イメージ。世代によって、トイレを使われる
方が懐かしくも感じ、新しくも感じていただ
けるようなデザインです。

恵比寿公園トイレ　恵比寿西１-19- １
片山正通（インテリアデザイナー）
建築的なものから距離を置き、遊具やベンチ
や樹木のように何気なく公園に佇むオブジェ
クトとしての在り方を念頭に、人々が不思議
な遊具と戯れるようなユニークな関係性をデ
ザインしました。

東三丁目公衆トイレ　東３-27- １
田村奈穂（プロダクトデザイナー）
TRIANGLE。国際都市渋谷にやってくるビジ
ターへのもてなしの気持ちと、利用する人々
を安全に包み込みたいという願いを込めて、
日本の贈り物文化のシンボル「折形」からイ
ンスピレーションを得たデザインです。

笹塚緑道公園トイレ
笹塚１-29- ７
小林純子（建築家）
幡ヶ谷公衆トイレ
幡ヶ谷３-37- ８
マイルス・ペニントン（研究者）
西参道公衆トイレ
代々木３-27- １
藤本壮介（建築家）
裏参道公衆トイレ
千駄ヶ谷４-28- １
マーク・ニューソン

（インダストリアルデザイナー）

【施工中】

5

渋谷区

取材協力／渋谷区

我が区のおたから_10月号.indd   5 2022/09/27   16:47

4



き
れ
い
に
使
い
続
け
る
た
め
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
力
を
注
ぐ

THE TOKYO

 TOILET

で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
当
初
か
ら
、
完
成
し
た
ト

イ
レ
を
き
れ
い
に
使
い
続
け
る
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
い
ま
す
。
渋
谷
区
の
公
共
ト
イ
レ

は
通
常
、
１
日
１
回
水
洗
い
と
ブ
ラ
シ
が
け

を
主
と
す
る
「
湿
式
清
掃
」
を
行
い
ま
す
が
、

こ
の
ト
イ
レ
は
１
日
２
〜
３
回
、
乾
拭
き
中

心
の
「
乾
式
清
掃
」
を
実
施
。
乾
式
清
掃
は

漏
電
リ
ス
ク
、
水
漏
れ
に
よ
る
利
用
不
快
度

軽
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
床
、
壁
、
便
器

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
汚
れ
や
材
質
に
適

し
た
専
用
の
除
菌
・
消
臭
剤
と
ダ
ス
タ
ー
を

使
い
、
手
作
業
で
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
、
ト
イ
レ
診
断
士
に
ト

イ
レ
の
健
康
診
断
を
依
頼
。
ト
イ
レ
診
断
士

は
洗
浄
度
や
細
か
い
部
品
の
不
備
を
確
認

し
、
そ
の
診
断
結
果
と
日
々
の
清
掃
業
務
の

報
告
を
基
に
月
次
協
議
会
を
開
き
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

七号通り公園トイレ　幡ヶ谷２-53- ５
佐藤カズー（クリエイティブディレクター）
Hi Toilet（手を使わないトイレ）。海外の公
共トイレの調査結果から発想。トイレにおけ
る全ての行動を音で行うボイスコマンド式の
トイレです。※手を使ってのドアの開閉や便
器の操作も可能。

西原一丁目公園トイレ　西原１-29- １
坂倉竹之助（建築家）
ANDON TOILET。近寄りがたい印象すらあっ
た従前のトイレを、みんなが利用したいと思
える明るく開放的なトイレに。行燈としての
トイレが公園を明るく照らし出すことで公園
全体のイメージの改善を目指します。

はるのおがわコミュニティパークトイレ　
代々木５-68- １
坂　茂（建築家）
ザ トウメイ トウキョウ トイレット。新しい
技術で作られた鍵を締めると不透明になるガ
ラスで外壁を作ることで、トイレに入る前に
中の様子を確認できます。夜には美しい行燈
のように公園を照らします。

恵比寿駅西口公衆トイレ　恵比寿南１- ５- ８
佐藤可士和（クリエイティブディレクター）
WHITE。駅前交番横のトイレは極端に目立ち
すぎない方がいいと考え、入りやすく、使い
やすく一歩引いた清潔な佇まいに。トイレと
して「当たり前な配慮」に向き合ってデザイ
ンした「真っ白なトイレ」です。

恵比寿東公園トイレ　恵比寿１- ２-16
槇文彦（建築家）
タコ公園のイカトイレ。単なるパブリックト
イレとしてだけでなく、休憩所を備えた公園
内のパビリオンとして機能する公共空間とし
たいと考えた爽やかで、少しユーモアのある
デザインです。

代々木深町小公園トイレ　富ヶ谷１-54- １
坂　茂（建築家）
ザ トウメイ トウキョウ トイレット。「はるの
おがわコミュニティパークトイレ」と同じ設
計の透明トイレ。場所によってカラートーン
を分けているのも特徴で、前者が寒色系、後
者が暖色系になっています。

神宮前公衆トイレ　神宮前１- ３-14
NIGO®（ファッションデザイナー／クリエイ
ティブディレクター）
THE HOUSE。コンセプトは温故知新。原宿
の片隅にひっそりと建つ、古き良き一軒家を
イメージ。世代によって、トイレを使われる
方が懐かしくも感じ、新しくも感じていただ
けるようなデザインです。

恵比寿公園トイレ　恵比寿西１-19- １
片山正通（インテリアデザイナー）
建築的なものから距離を置き、遊具やベンチ
や樹木のように何気なく公園に佇むオブジェ
クトとしての在り方を念頭に、人々が不思議
な遊具と戯れるようなユニークな関係性をデ
ザインしました。

東三丁目公衆トイレ　東３-27- １
田村奈穂（プロダクトデザイナー）
TRIANGLE。国際都市渋谷にやってくるビジ
ターへのもてなしの気持ちと、利用する人々
を安全に包み込みたいという願いを込めて、
日本の贈り物文化のシンボル「折形」からイ
ンスピレーションを得たデザインです。

笹塚緑道公園トイレ
笹塚１-29- ７
小林純子（建築家）
幡ヶ谷公衆トイレ
幡ヶ谷３-37- ８
マイルス・ペニントン（研究者）
西参道公衆トイレ
代々木３-27- １
藤本壮介（建築家）
裏参道公衆トイレ
千駄ヶ谷４-28- １
マーク・ニューソン

（インダストリアルデザイナー）

【施工中】

5

渋谷区

取材協力／渋谷区

我が区のおたから_10月号.indd   5 2022/09/27   16:47

5



　

7

特別区職員経験者採用試験・選考及び
就職氷河期世代を対象とする採用試験

第1次試験・選考実施状況
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
9
月
4
日
（
日
）
に
、
特

別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
及
び
就
職
氷
河
期

世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
の
第
1
次
試
験
・
選
考

を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
特
別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
を
拓
殖
大
学
及
び
大
正
大

学
の
2
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
経
験
者
採
用
試
験
・

選
考
は
、
全
採
用
区
分
の
合
計
で
、
受
験
者
数
が

2
3
5
0
名
と
な
り
、
採
用
予
定
者
に
対
す
る
合
格
倍

大
学
で
実
施
し
ま
し
た
。
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と

す
る
採
用
試
験
は
、
受
験
者
が
8
5
5
名
と
な
り
、
採

用
予
定
者
に
対
す
る
合
格
倍
率
は
25
・
1
倍
と
な
り
ま

し
た
。

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
21
日
（
金
）、
第

2
次
試
験
は
11
月
3
日
（
木
）、
最
終
合
格
発
表
は
11

月
18
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

率
は
5
・
9
倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
・
選
考
の
合
格
発
表
は
10
月
21
日

（
金
）、
第
2
次
試
験
・
選
考
は
10
月
29
日
（
土
）、
10

月
30
日
（
日
）、
11
月
5
日
（
土
）、
11
月
6
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
1
日
、
最
終
合
格
発
表
は
11
月
18
日

（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆	

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
特
別
区
職
員
採
用

試
験

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
を
立
教

経験者及び就職氷河期世代を対象とする採用試験・選考日程

経験者 就職氷河期世代

第1次試験・選考 実施済（9月4日（日））

第1次試験・選考合格発表 10月21日（金）

第2次試験・選考
10月29日（土）、30日（日）、
11月5日（土）、6日（日）
のうち指定する1日

11月3日（木）

最終合格発表 11月18日（金）

令和 4 年度 経験者採用試験・選考第 1 次試験・選考実施状況

採用区分 試験・選考
区　　　分

採用予定数 申込者数 受験者数 受	験	率 倍　率

A（名程度）　　	B	（名）　　	C	（名）　C/B	（％）　C/A	 （倍）

１　

級　

職

事　　務 143 1,702 1,287 75.6 9.0

土木造園
（土木）

16 46 37 80.4 2.3

建　　築 14 25 18 72.0 1.3

機　　械 10 31 21 67.7 2.1

電　　気 10 37 25 67.6 2.5

福　　祉 21 66 50 75.8 2.4

児童福祉 15 29 25 86.2 1.7

児童指導 11 15 14 93.3 1.3

児童心理 8 26 23 88.5 2.9

小　　計 248 1,977 1,500 75.9 6.0

２　

級　

職

（
主　

任
）

事　　務 63 968 695 71.8 11.0

土木造園
（土木）

7 36 28 77.8 4.0

建　　築 11 34 26 76.5 2.4

福　　祉 15 32 30 93.8 2.0

児童福祉 19 35 34 97.1 1.8

児童指導 5 3 3 100.0 0.6

児童心理 12 14 12 85.7 1.0

小　　計 132 1,122 828 73.8 6.3

３　

級　

職

（
係
長
級
）

児童福祉 8 13 12 92.3 1.5

児童指導 4 2 2 100.0 0.5

児童心理 6 8 8 100.0 1.3

小　　計 18 23 22 95.7 1.2

合　　計 398 3,122 2,350 75.3 5.9

令和 4 年度 就職氷河期世代を対象とする採用試験第 1 次試験実施状況

採用区分 試験区分
採用予定数 申込者数 受験者数 受	験	率 倍　率

A（名程度）　　	B	（名）　　	C	（名）　C/B	（％）　C/A	 （倍）

就職氷河期世代 事　務 34 1,136 855 75.3 25.1
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特別区議会議長会、
国に対し要望活動を実施

令
和
5
年
度
の
国
の
施
策
及
び
予
算

に
関
し
、
特
別
区
議
会
議
長
会
田
中
と

し
か
ね
会
長
（
文
京
区
議
会
議
長
）、

木
内
清
副
会
長
（
墨
田
区
議
会
議
長
）、

ゆ
う
き
く
み
こ
会
計
監
事
（
港
区
議
会

議
長
）
の
議
長
会
三
役
が
、
8
月
8
日

に
内
閣
府
を
、
19
日
に
経
済
産
業
省
及

び
文
部
科
学
省
を
訪
問
し
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
項
目
を
も
と
に
、
7
月
の
議
長

会
で
整
理
の
う
え
決
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。

●	

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創

生
）
へ
の
要
望

野
田
聖
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
創
生
）
と
面
談
し
、
物
価
高
騰

等
に
伴
う
経
済
的
支
援
等
の
充
実
を
求

め
る
要
望
を
し
ま
し
た
。

野
田
大
臣
か
ら
は
「
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
関
し
て
は
、
首
相
か
ら
も
、

会
議
の
席
で
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る

準
備
が
あ
る
と
の
発
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
の
交
付
金
は
、
物
価
高
で
特

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
東
京
の
特
別

区
に
お
け
る
区

民
生
活
に
不
安

が
な
い
よ
う
、

自
治
体
独
自
の

取
組
が
で
き
る

よ
う
な
制
度
で

あ
り
、
効
果
が

あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今

回
の
要
望
項
目

に
記
載
い
た
だ

い
た
内
容
に
関

し
て
は
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。」
等
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

●	

経
済
産
業
大
臣
へ
の
要
望

西
村
康
稔

経
済
産
業
大

臣
と
面
談

し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対

策
の
推
進
、

物
価
高
騰
等

に
伴
う
経
済

的
支
援
等
の

充
実
を
求
め

る
要
望
を
し

ま
し
た
。

西
村
大
臣
か
ら
は
、「
中
小
企
業
向

け
の
支
援
策
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た

が
、
情
報
が
届
い
て
い
な
い
中
小
企
業

等
が
多
い
。
わ
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
等
を
含
め
対
応
し
た

い
と
思
う
。
ま
た
、
継

続
し
て
実
施
し
て
い
る

事
業
再
構
築
の
補
助
金

等
を
活
用
し
な
が
ら
一

歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
対
し
、

応
援
を
し
て
い
き
た

い
。
ほ
と
ん
ど
の
金
融

機
関
は
、
融
資
の
返
済

の
際
の
条
件
変
更
の
相

談
に
応
じ
て
は
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

回
復
期
の
中
で
物
価
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
そ
の
状
況
も
よ
く
見
な
が
ら
対
応

し
た
い
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

●	

文
部
科
学
大
臣
へ
の
要
望

永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
と
面
談

し
、
学
校
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
防

止
対
策
の
更
な
る
強
化
や
学
校
施
設
の

更
新
に
お
け
る
自
治
体
の
財
政
負
担
軽

減
等
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

永
岡
大
臣
か
ら
は
「
い
じ
め
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
認
識
の
下
で
、

教
育
課
程
全
体
を
通
じ
て
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
引
き

続
き
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
対
応
す
る
た
め

の
様
々
な
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

学
校
等
に
お
け
る
早
期
発
見
・
早
期
対

応
の
取
組
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
徹

底
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
校
施
設
の
施

設
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
公
立

学
校
の
施
設
整
備
費
と
し
て
令
和
4
年

度
当
初
予
算
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算

で
予
算
額
を

確
保
し
、
地

方
公
共
団
体

の
取
組
を
支

援
し
て
い
る
。

引
き
続
き
必

要
な
予
算
総

額
の
確
保
に

努
め
、
各
地

方
自
治
体
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
設
整
備
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。」
等

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
令
和
5
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算

に
関
す
る
要
望
」
の
本
文
は
、
特
別
区

議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

tokyo23city-gichokai.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（

特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令和５年度	国の施策及び予算に関する要望事項・要望先

要望先省庁 要　望　事　項
内閣府特命担当
大臣（地方創生） 1 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望

経 済 産 業 大 臣 1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望
2 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望

文 部 科 学 大 臣

1 　学校におけるネットいじめ防止対策の更なる強化を
求める要望
2 　学校施設の更新における自治体の財政負担軽減に関
する要望
3 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望
4 　子育て支援の拡充を求める要望

以下の要望は、郵送により行いました。

財 務 大 臣
1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望
2 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望
3 　子育て支援の拡充を求める要望

総 務 大 臣 1 　学校におけるネットいじめ防止対策の更なる強化を
求める要望

厚 生 労 働 大 臣

1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望
2 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望
3 　生活保護受給者の夏季冷房費加算とクーラー購入補
助要件の緩和を求める要望
4 　子育て支援の拡充を求める要望
5 　学校におけるネットいじめ防止対策の更なる強化を
求める要望
6 　出産育児一時金の増額を求める要望
7 　路上生活者対策事業の充実を求める要望

農 林 水 産 大 臣 1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望

国 土 交 通 大 臣
1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望
2 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望
3 　鉄道連続立体交差事業の一層の推進を求める要望

ワ ク チ ン 接 種
推 進 担 当 大 臣 1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望

内閣府特命担当大臣
（少子化対策）

1 　物価高騰等に伴う経済的支援等の充実を求める要望
2 　子育て支援の拡充を求める要望

新型コロナ対策・健
康危機管理担当大臣 1 　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望

デジタル大臣 1 　学校におけるネットいじめ防止対策の更なる強化を
求める要望

野田内閣府特命担当大臣（地方創生）へ要望書を手渡す

永岡文部科学大臣へ要望書を手渡す

西村経済産業大臣に要望書を手渡す　田中会長（中央右）、
木内副会長（左）、ゆうき会計監事（右）
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特別区議会議長会、
東京都に対し要望活動を実施

特
別
区
議
会
議
長
会
は
8
月
23
日
、
令
和
5
年
度
の

東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
項
目
を

も
と
に
、
7
月
の
議
長
会
で
整
理
の
う
え
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

田
中
と
し
か
ね
会
長
（
文
京
区
議
会
議
長
）
を
は
じ

め
、
役
員
議
長
ら
6
名
が
都
庁
を
訪
問
し
、
黒
沼
靖
東

京
都
副
知
事
ら
と
面
談
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
田
中
会
長
か
ら
11
項
目
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
趣
旨
説
明
を
行
い
、「
い
ず
れ
の
要
望
事
項
も

特
別
区
に
と
っ
て
、
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
の

で
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
ご
努
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
た
い
。」
と
要
請
し
ま
し
た
。

次
に
、
参
加
し
た
役
員
議
長
か
ら
要
望
内
容
の
実
現

を
求
め
て
発
言
し
ま
し
た
。

黒
沼
副
知
事
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
都
と
し
て
は
、
都
民
の
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
必
要
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
取
組
を
進
め
て

い
る
。
8
月
に
、
す
べ
て
の
方
が
適
切
な
診
断
の
下
、

健
康
観
察
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
、「
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。
今

後
、
社
会
経
済
活
動
が
本
格
化
す
る
中
、
特
別
区
の
皆

さ
ん
と
一
丸
と
な
っ

て
、
感
染
拡
大
防
止
を

着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
。都

区
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
お
け
る
正
式

協
議
の
再
開
に
つ
い
て

は
、
特
別
区
の
区
域
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
都

と
特
別
区
の
意
見
に
大

き
な
隔
た
り
が
あ
り
、

平
成
23
年
12
月
以
降
、

検
討
が
中
断
し
て
い

る
。
検
討
の
前
提
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
再
開
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

児
童
相
談
所
設
置
に
向
け
た
財
源
措
置
に
つ
い
て

は
、
特
例
的
な
対
応
と
し
て
、
特
別
区
の
配
分
割
合
を

令
和
2
年
度
か
ら
0
・
1
％
増
や
し
、
令
和
4
年
度
ま

で
55
・
1
％
と
し
た
。
令
和
5
年
度
財
調
協
議
に
お
い

て
、
こ
の
特
例
的
な
対
応
に
よ
り
変
更
し
た
分
も
含

め
、
配
分
割
合
に
つ
い
て
、
改
め
て
協
議
す
る
の
が
、

都
と
区
の
唯
一
の
合
意
で
あ
る
。
こ
の
合
意
内
容
に
基

づ
き
、
協
議
し
て
い
く
。

都
庁
全
体
の
知
恵
、
特
別
区
議
会
の
皆
様
の
お
知
恵

も
結
集
し
て
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
先
に
、
い
か

な
る
危
機
に
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
真
に
持
続
可
能
な

都
市
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

本
日
い
た
だ
い
た
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、「「
未
来
の

東
京
」
戦
略
」
の
推
進
や
来
年
度
予
算
に
向
け
て
、
真

摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
、
都
政
へ
の
特

別
区
議
会
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

【
東
京
都
議
会
へ
の
支
援
要
請
活
動
】

8
月
23
日
、
田

中
会
長
を
は
じ
め

役
員
議
長
が
都
議

会
を
訪
れ
、
都
議

会
の
三
宅
議
長
・

本
橋
副
議
長
及
び

主
要
会
派
に
対

し
、
要
望
事
項
の

実
現
に
向
け
た
支

援
を
要
請
し
ま
し

た
。

「
令
和
5
年
度
東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要

望
」の
本
文
は
、特
別
区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.tokyo23city-gichokai.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

要望活動の様子

黒沼東京都副知事に要望書を手渡す
田中会長（右から４人目）、木内副会長（右から３人目）、

ゆうき会計監事（右から２人目）、木下幹事（左から２人目）、
山本幹事（右から１人目）、本多参与（左から１人目）

令和5年度東京都の施策及び予算に関する要望事項

要　　　　　　望　　　　　　事　　　　　　項
1　子ども医療費助成にかかる財源措置等に関する要望
2　子育て支援の拡充を求める要望
3　新型コロナウイルス感染症対策の推進を求める要望
4　鉄道連続立体交差事業の一層の推進を求める要望
5　都区のあり方検討委員会における正式協議の再開を求める要望
6　 防犯カメラの維持管理費等に係る町会・自治会等の負担軽減を求める要望
7　デフリンピック東京開催を求める要望
8　物価高騰に伴う経済的支援に関する要望
9　区立小中学校教員の人材確保と適正配置を求める要望
10　児童相談所設置に向けた財政措置を求める要望
11　路上生活者対策事業の充実を求める要望

東京都議会への支援要請活動
田中会長（左）、三宅東京都議会議長（右）
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
8
月
20
日

（
土
）
に
令
和
4
年
度
管
理
職
選
考
筆

記
考
査
を
大
正
大
学
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

〈
全
体
の
受
験
状
況
〉

受
験
者
数
は
Ⅰ
類（
全
部
、
分
割（
※

1
）
及
び
免
除
受
験
方
式（
※
2
））
及

び
Ⅱ
類
を
合
わ
せ
た
全
体
で
6
8
4
人

で
43
人
減
少
し
、
受
験
率
も
87
・
6
%

で
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

〈
選
考
種
別
の
受
験
状
況
〉

Ⅰ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
6
4
1
人

で
22
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
受
験
率
は

87
・
6
％
で
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
。

Ⅱ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
43
人
で
21

人
減
少
し
、
受
験
率
は
87
・
8
％
で

6
・
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

〈
受
験
方
式
別
の
受
験
状
況
〉

全
部
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
3
7
人
で
6
人
増
加
し
、
分
割
受
験

方
式
の
受
験
者
数
は
1
5
1
人
で
37
人

減
少
し
、
前
倒
し
受
験
方
式
（
※
3
）

の
受
験
者
数
は
3
1
8
人
で
9
人
増
加

し
ま
し
た
。

受
験
率
は
全
部
受
験
方
式
で
増
加

し
、
分
割
受
験
方
式
及
び
前
倒
し
受
験

方
式
で
減
少
し
ま
し
た
。

免
除
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
5
3
人
で
9
人
増
加
し
、
受
験
率
は

93
・
7
％
で
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。

〈
今
年
度
の
特
徴
〉

今
年
度
の
管
理
職
選
考
筆
記
考
査
も

昨
年
度
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
な
か
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
Ⅰ
類
の
受
験
率

は
、
昨
年
度
に
比
べ
増
加
と
な
り
、
Ⅱ

類
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
倒
し
受
験
方
式
の
受
験
率

は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
引

き
続
き
高
い
受
験
率
を
維
持
し
て
お

り
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、
計
画

的
に
受
験
を
し
て
い
る
方
が
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
今
後
の
予
定
〉

口
頭
試
問
進
出
者
の
通
知

9
月
28
日
（
水
）

口
頭
試
問

10
月
15
日
（
土
）
及
び
16
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
1
日

合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・
短
答
式
問

題
受
験
の
免
除
者
の
通
知

10
月
28
日
（
金
）

（
※
1
）�分
割
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
る
た

め
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
み
を
受

験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
2
）�免
除
受
験
方
式
と
は
、択
一
・
短
答
式

問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
て
い
る

人
が
、記
述
式
問
題
及
び
論
文
式
問
題

を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
3
）�前
倒
し
受
験
方
式
と
は
、
主
任
の
職

に
あ
り
、
そ
の
在
職
期
間
が
3
〜
5

年
目
の
人
（
経
験
者
採
用
制
度
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
人
等
の
特
例
あ
り
）

が
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答

式
問
題
の
み
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

令和4年度 管理職選考筆記考査実施状況
昨年度に比べ受験者数及び受験率は減少

2　Ⅰ類（前倒し受験方式）	 （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減

Ⅰ
類（
前
倒
し
）

事　務 3,383 3,432 △ 49 283 273 10 8.4 8.0 0.4 254 251 3 89.8 91.9 △ 2.1

技
術

Ⅰ（土木造園） 221 216 5 30 28 2 13.6 13.0 0.6 26 23 3 86.7 82.1 4.6

Ⅱ（建築） 181 188 △ 7 24 19 5 13.3 10.1 3.2 21 18 3 87.5 94.7 △ 7.2

Ⅲ（その他） 376 396 △ 20 19 20 △ 1 5.1 5.1 0.0 17 17 0 89.5 85.0 4.5

小　計 778 800 △ 22 73 67 6 9.4 8.4 1.0 64 58 6 87.7 86.6 1.1

合　計 4,161 4,232 △ 71 356 340 16 8.6 8.0 0.6 318 309 9 89.3 90.9 △ 1.6

1　Ⅰ類（全部、分割及び免除受験方式）及びⅡ類	 （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減

Ⅰ
類

事　務 13,073 13,125 △ 52 510 528 △ 18 3.9 4.0 △ 0.1 441 459 △ 18 86.5 86.9 △ 0.4

技
術

Ⅰ（土木造園） 675 685 △ 10 94 100 △ 6 13.9 14.6 △ 0.7 83 94 △ 11 88.3 94.0 △ 5.7

Ⅱ（建築） 528 499 29 61 48 13 11.6 9.6 2.0 56 39 17 91.8 81.3 10.5

Ⅲ（その他） 1,417 1,436 △ 19 67 83 △ 16 4.7 5.8 △ 1.1 61 71 △ 10 91.0 85.5 5.5

小　計 2,620 2,620 0 222 231 △ 9 8.5 8.8 △ 0.3 200 204 △ 4 90.1 88.3 1.8

Ⅰ類計 15,693 15,745 △ 52 732 759 △ 27 4.7 4.8 △ 0.1 641 663 △ 22 87.6 87.4 0.2

Ⅱ
類

事　務 666 656 10 34 46 △ 12 5.1 7.0 △ 1.9 31 42 △ 11 91.2 91.3 △ 0.1

技　術 179 171 8 15 22 △ 7 8.4 12.9 △ 4.5 12 22 △ 10 80.0 100.0 △ 20.0

Ⅱ類計 845 827 18 49 68 △ 19 5.8 8.2 △ 2.4 43 64 △ 21 87.8 94.1 △ 6.3

合　計 16,538 16,572 △ 34 781 827 △ 46 4.7 5.0 △ 0.3 684 727 △ 43 87.6 87.9 △ 0.3

1－3　Ⅰ類（分割受験方式）	 （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減

Ⅰ
類（
分
割
）

事　務 126 138 △ 12 105 121 △ 16 83.3 87.7 △ 4.4

技
術

Ⅰ（土木造園） 20 38 △ 18 16 34 △ 18 80.0 89.5 △ 9.5

Ⅱ（建築） 17 13 4 15 10 5 88.2 76.9 11.3

Ⅲ（その他） 16 27 △ 11 15 23 △ 8 93.8 85.2 8.6

小　計 53 78 △ 25 46 67 △ 21 86.8 85.9 0.9

合　計 179 216 △ 37 151 188 △ 37 84.4 87.0 △ 2.6

受験方式別内訳
1－1　Ⅰ類（全部受験方式）	 （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減

Ⅰ
類（
全
部
）

事　務 214 211 3 178 175 3 83.2 82.9 0.3

技
術

Ⅰ（土木造園） 30 28 2 25 27 △ 2 83.3 96.4 △ 13.1

Ⅱ（建築） 25 21 4 23 16 7 92.0 76.2 15.8

Ⅲ（その他） 14 19 △ 5 11 13 △ 2 78.6 68.4 10.2

小　計 69 68 1 59 56 3 85.5 82.4 3.1

合　計 283 279 4 237 231 6 83.7 82.8 0.9

1－2　Ⅰ類（免除受験方式）	 （単位：人、％）

種別 選考区分
免除者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減 4年度 3年度 増減

Ⅰ
類（
免
除
）

事　務 275 268 7 170 179 △ 9 61.8 66.8 △ 5.0 158 163 △ 5 92.9 91.1 1.8

技
術

Ⅰ（土木造園） 49 40 9 44 34 10 89.8 85.0 4.8 42 33 9 95.5 97.1 △ 1.6

Ⅱ（建築） 27 19 8 19 14 5 70.4 73.7 △ 3.3 18 13 5 94.7 92.9 1.8

Ⅲ（その他） 47 43 4 37 37 0 78.7 86.0 △ 7.3 35 35 0 94.6 94.6 0.0

小　計 123 102 21 100 85 15 81.3 83.3 △ 2.0 95 81 14 95.0 95.3 △ 0.3

合　計 398 370 28 270 264 6 67.8 71.4 △ 3.6 253 244 9 93.7 92.4 1.3

令和４年度管理職選考受験状況総括表
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管理職選考Ⅱ類の受験者数及び受験率等の推移（10年間）
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9
月
28
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
懲
戒

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
可
決
）

・�

特
定
法
人
へ
の
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
職
員
の
退
職
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�（
可
決
）

・�

令
和
4
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）�

（
可
決
）

・�

足
立
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

中
防
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
第
二
プ
ラ
ン
ト
補

修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て�

（
可
決
）

・�

千
歳
清
掃
工
場
延
命
化
に
伴
う
ク
レ
ー
ン
設
備
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

令
和
3
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て�

（
認
定
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
4
年
第
3
回
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

の
結
果

公
益
社
団
法
人
東
京
青
年
会
議
所
か
ら
、
特
別
区

長
会
に
対
し
、
来
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
青
年
会
議

所
の
全
国
大
会
東
京
大
会
を
契
機
に
、
特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
働
し
た
い
旨
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

特
別
区
長
会
で
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
、
全
国
大

会
に
む
け
た
足
掛
か
り
と
し
て
、
令
和
4
年
9
月
24

日
（
土
）
に
新
宿
住
友
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
東
京

青
年
会
議
所
9
月
例
会
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
P
R

す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

P
R
ブ
ー
ス
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
及
び
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
展
示
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

数
多
く
の
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
P
R
し
、
協
働
に
向
け
た
キ
ッ
ク
オ
フ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

特
別
区
長
会
事
務
局
）

東
京
青
年
会
議
所
9
月
例
会
に

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た

ブースの様子
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■ 

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に
向
け
た
主
な
取
組
状
況
に

つ
い
て

■ 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

■ 

地
方
創
生
S
D
G
s
達
成
へ
の
取
組
に
つ
い
て

■ 

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

■ 

東
京
の
D
X
推
進
強
化
に
向
け
た
新
た
な
展
開
に

つ
い
て

■ 

H
T
T
の
推
進
に
向
け
た
都
の
取
組
に
つ
い
て

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
業
務

効
率
化
に
つ
い
て

■ 

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

令
和
4
年
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■ 

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会
結
果
報
告

に
つ
い
て

■ 

令
和
5
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
4
年
9
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等9.15

会
長
区

9.16

会
長
議

9
月
9
日
（
金
）
に
、
今
年
度
の
特
別
区
立
幼
稚

園
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
最
終
合
格
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
を
1
8
2
名

が
受
験
し
ま
し
た
。
第
1
次
選
考
合
格
者
及
び
第

1
次
選
考
免
除
者
を
対
象
と
し
た
実
技
と
面
接
試

験
に
よ
る
第
2
次
選
考
の
受
験
者
数
は
1
1
7
名

で
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
格
者
16
名
、
補
欠
者
52
名
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
合
格
者
は
7
名
増
で
、
最

終
合
格
率
は
、
8
・
5
%
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
各
区
教
育
委
員
会
に
対
し
、
選
考
結
果
に

基
づ
き
採
用
候
補
者
の
提
示
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・
副
園
長
選
考
は
、
筆
記

試
験
（
論
文
）
を
7
月
24
日
（
日
）、
面
接
試
験
を
8

月
20
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
結
果
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特別区立幼稚園園長選考・副園長第1次選考実施結果

選考区分 園長選考 副園長第1次選考

受験者数（名）A 10（8） 6（12）

合格者数（名）B 9（6） 6（12）

合格率（％）B／A 90.0（75.0） 100.0（100.0）

※副園長第1次選考受験者6名は、筆記試験免除
※（　）内は昨年度実績

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
選
考
及

び
副
園
長
第
1
次
選
考
の
実
施

結
果

特別区立幼稚園教員採用候補者選考の
実施結果

第
3
回
定
例
会
は
、
出
席
議
員
が
定
足
数
に
達
し

な
か
っ
た
た
め
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
4
年
第
3
回
特
別
区
人
事
・
厚
生

事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施結果
採　用　年　度

項　目 4年度 3年度

A　申込者数（名） 236 387
B　第1次選考免除者数（名） 6 25
C　第1次選考受験者数（名） 182 306

D　受験率（％）（C/（A-B）） 79.1 84.5

E　第1次選考合格者数（名） 123 132
F　合格率（％）（E/C） 67.6 43.1

G　第2次選考受験対象者数（名）（B+E） 129 156
（※B：辞退者1）

H　第2次選考受験者数（名） 117 137
	I　第2次選考受験率（％）（H/G） 90.7 87.8
J　最終合格者数（名） 16 9
K　最終合格率（％）（J/（B+C）） 8.5 2.7
L　補欠者数（名） 52 35

9
月
16
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て�

（
同
意
）

田
辺
裕
子
氏
（
知
識
経
験
者
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
可
決
）

・�

令
和
3
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算
の
認
定
に
つ

い
て�

（
認
定
）

・
特
別
区
分
配
金
に
つ
い
て�

（
同
意
）

・�

指
定
席
映
像
関
連
機
器
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
専
用
）

の
買
入
れ
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
4
年
第
3
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果
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「茨城ふるさとフェア」を10月20日開催
茨
城
県
の
市
町
村
と
特
別
区
が
相
互
理
解
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
も
好
評
を
い
た

だ
い
た
都
市
交
流
事
業
「
茨
城
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」

を
、
開
催
し
ま
す
。

茨
城
県
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
特
産
品
、
農
産
物
、

観
光
情
報
が
東
京
区
政
会
館
に
大
集
合
し
ま
す
。

当
日
は
、
物
産
展
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ

る
茨
城
県
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
弁
当
販
売
も
行
い

ま
す
。

茨
城
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

令
和
4
年
10
月
20
日
（
木
）
11
時
〜
15
時

　

（
荒
天
時
は
中
止
）

【
場
所
】

　

東
京
区
政
会
館
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

（
千
代
田
区
飯
田
橋
3

−

5

−

1
）

【
主
催
】
茨
城
県
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

【
後
援
】
千
代
田
区

【
参
加
団
体
】（
予
定
）

　

�

日
立
市
、
土
浦
市
、
古
河
市
、
下
妻
市
、
常
陸
太
田

市
、
笠
間
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
潮
来
市
、
常
陸
大

宮
市
、
那
珂
市
、
筑
西
市
、
坂
東
市
、
か
す
み
が
う

ら
市
、
桜
川
市
、
鉾
田
市
、
小
美
玉
市
、
茨
城
町
、

大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
、
大
子
町
、
境
町
、
利

根
町
、
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
（
茨
城
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
事
業
推
進
課

　

0
3

−

5
2
1
0

−

9
0
7
6

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ご
来
場
に

あ
た
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
手
指
消
毒
等
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
会
場
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
場
合
は
、（
公
財
）
特
別
区
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
茨
城
県
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
で
は
、
特
別
区
や
地

方
行
政
に
関
わ
る
課
題
を
研
究
機
関
や
地
方
自
治
体

と
連
携
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
各
区
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
6

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
今
後
の
調
整
を
経
て
、
研
究
活

動
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

各
テ
ー
マ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
区
職
員
の

ほ
か
学
識
経
験
者
、
専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
、
令
和

5
年
度
の
一
年
を
通
じ
て
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

調
査
研
究
の
成
果

は
、
テ
ー
マ
ご
と

に
ま
と
め
、
報
告

書
と
し
て
発
行
す

る
予
定
で
す
。
報

告
書
は
、
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
予
定
で
す
。

ま
た
、
翌
年
度

の
令
和
6
年
7
月

に
は
、
令
和
5
年

度
の
調
査
研
究
の

成
果
を
発
表
す
る

報
告
会
の
開
催
も

予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に

開
催
し
た
報
告
会

の
様
子
は
、
機
構

の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
し
て
い
ま
す
。（

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　

令
和
5
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ

の
紹
介
に
つ
い
て

「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

令
和
4
年
度
第
1
回
全
国
連
携
講
演

会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）を
開
催
し
ま
し
た

テーマ名 提案区

帰宅困難者対策における初動対応体制の確立に向けた取組み 港　区

水素を中心としたクリーンエネルギーの利活用推進 大田区

特別区における女性を取り巻く状況と自治体支援の方策 世田谷区

複式簿記・発生主義会計に基づく財務書類の活用策 中野区

少子化の顕著な特別区で有効な少子化対策 葛飾区

特別区におけるCO2 の地産地消に向けて
　〜清掃工場のCO2 分離・活用と23区の役割〜

東京二十三区
清掃一部
事務組合

令
和
4
年
8
月
30
日
（
火
）、「
豊
か
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
官
民
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
開
催
し
、
1
7
4

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
基
調
講
演
と
事
例
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
】

◆�

「
官
民
の
連
携
〜
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
た

官
民
共
創
へ
〜
」北
井
渉

氏
（
株
式
会
社
三
菱
総

合
研
究
所
主
席
研
究
員
）

【
事
例
紹
介
】

◆�

「『
地
元
の
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
〜
明
治
安

田
生
命
の
地
方
創
生
の

取
組
み
に
つ
い
て
〜
」

塩
田
信
行
氏
（
明
治
安

田
生
命
保
険
相
互
会
社

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
部
長
）

◆�

「
港
区
に
お
け
る
企
業
と

の
連
携
推
進
」
伊
藤
謙

一
氏
（
港
区
企
画
経
営

部
企
画
課
企
業
連
携
推

進
担
当
係
長
）

◆�

「
袋
井
市
が
進
め
て
い
る
官
民
共
創
の
取
組
に
つ
い

て
〜
連
携
か
ら
共
創
へ
〜
」
鈴
木
啓
介
氏
（
袋
井

市
企
画
部
企
画
政
策
課
長
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

◆�

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
事
例
紹
介
者
3
名
と
柴
崎
和
裕

氏
（
港
区
企
画
経
営
部
全
国
連
携
推
進
担
当
課
長
）

及
び
段
塚
克
志
氏
（
特
別
区
長
会
事
務
局
副
参

事
）。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
基
調
講
演
者
の
北

井
氏
。

※�

講
演
会
の
内
容
は
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http:/collabo.tokyo-23city.or.jp/

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）
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特別区職員研修所からのご案内

12月の研修メニューを紹介します

 研修名：自治体経営研修「経営管理能力」第２回
対　象：	 管理職、係長級の職員。ただし、受講を希望する主任も可
演　題：	 	「職員をやる気にさせる言葉がけ	〜注目の教育指導ツール	ペップトーク〜」
内　容：	 ①ペップトークの基本理解（注目を集める背景、メリット、特徴など）
	（予	定）	 ②誰もが働きやすい環境とは（接し方のポイント、セルフペップトーク、ゴールペップトーク）
	 ③ペップトークを体験（事例検討）
	 ④ほかの自治体、企業での実例

日時：12月16日（金）
（予定）14：30〜16：30

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

課税③ 12/12（月）〜12/14（水）・
12/16（金） 住民税賦課事務を担当する職務経験2年程度の職員

自治体債権の管理・回収（演習） 12/7（水） 基礎研修修了程度の知識を有し、債権の管理・回収業務を担当する職員
都市再開発 12月上旬 市街地再開発事業を担当する職務経験1、2年程度の職員

児童相談所関連研修

児童福祉司任用前講習会・
指定講習会②（合同実施）

12/5（月）・12/6（火）・
12/12（月）・12/13（火）・
12/14（水）・12/19（月）・

12/20（火）

児童福祉司任用前講習会： 社会福祉主事たる資格を得た後、一定の期間相談援助業
務等に従事した職員、子ども家庭福祉に携わる職員等

指定講習会：保健師、保育士等一定の期間相談援助業務に従事した職員

一時保護所職員Ⅰ 12月上旬〜中旬 一時保護所に勤務する職員、一時保護所での勤務を希望する職員
ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑨ 12/13（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話によるポジティブ・
アプローチ⑤ 12/6（火）・12/7（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化⑥ 12/22（木）・12/23（金） 係長級以下の職員 ★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説明や
交渉力を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応⑦ 12/5（月） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
コミュニケーションスキル
アップ⑥ 12/22（木） 全 職 員 ★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケー

ションスキルを身につけたい採用2〜6年目程度の職員

協働型リーダーシップ③ 12/26（月） 主任以下の職員
★ リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶこ
とで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢
献したいと考えている主任の職員

チームリーダーとしての基礎力
向上③ 12/14（水）・12/27（火） 主 任 及 び

係 長 級 の 職 員

★ タイムマネジメント、危機管理、目標管理、業務改善などの
マネジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学びたい係
長級の職員
★ 係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身の職
務遂行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方自治法⑤ 12/1（木） 1 級 職 の 職 員 ★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから
地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

行政法④ 12/22（木）・12/23（金） 主任以下の職員 ★ 行政法の基礎知識を学び、習得した知識を仕事に役立てたい
職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、12月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※ 研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.
html）もご覧ください。
	 （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
11月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00〜17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　フランス映画の歴史を３人の女性スターを通して振り
返る講座の第二弾です。初めての方もご受講いただけま
す。
　今回はブリジット・バルドー、ロミー・シュナイダー、
ジュリエット・ビノシュという３人について、経歴や代
表作を紹介しながらそのそれぞれの魅力に迫ります。出
演した作品の傾向、監督たちとの関係、演技の特徴、スター
像やその社会的影響などについて、近年のフランス映画
研究における学問的成果を踏まえつつ検討します。

第１回　 二つの革命—ブリジット・バルドーとヌーヴェ
ル・ヴァーグ

第２回　 フランス映画スターとしてのロミー・シュナイ
ダー

第３回　ジュリエット・ビノシュ、現代的映画スター

講　師：新田	孝行
　　　　東京都立大学非常勤講師、
	 慶応義塾大学非常勤講師
日　時：	11月25日（金）、12月２、９日（金）
　　　　18：30〜20：00（全３回）
受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●教養としての言語学	 【講座コード：2231H001】
　日本語と言葉について考える

●女性スターによるフランス映画史Ⅱ	【講座コード：2231J009】
　—ブリジット・バルドー、ロミー・シュナイダー、ジュリエット・ビノシュ—

講　師：石野	好一
　　　　元東京都立大学教授、現早稲田大学非常勤講師
日　時：11月10、17、24日（木）、12月１日（木）
　　　　13：30〜15：00（4回）
受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

　言葉の研究と私たちの生活とはどのように関わってい
るでしょうか。20世紀に発展した構造主義の言語学研究
以降の言語研究と現代社会のさまざまな言葉の現象がど
のように関わっているのかを、私たちの生活言語である
日本語を中心に概説します。

第１回　言葉は音と意味
　　　　言葉の起源と人間の言語の特徴
　　　　言葉の様々なレベルと変異、など
第２回　音と生活
　　　　声紋と犯罪捜査
　　　　音象徴と商品ネーミング
　　　　オノマトペとは、など

第３回　意味と生活
　　　　AI と言葉
　　　　機械翻訳、など
第４回　文字と生活
　　　　漢字の特性
　　　　キラキラネーム、など
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ご
み
の
受
入
基
準
に
つ
い
て

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で

は
、
ご
み
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
効
率

よ
く
焼
却
処
理
す
る
た
め
に
、
ご
み
の

受
入
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

金
属
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
不
燃
物
、
布

団
や
家
具
な
ど
の
処
理
可
能
な
寸
法
を

超
え
る
大
き
さ
の
物
、
産
業
廃
棄
物
な

ど
、
こ
の
受
入
基
準
に
合
わ
な
い
不
適

正
ご
み
に
つ
い
て
は
、
清
掃
工
場
へ
の

受
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

焼
却
炉
の
故
障
に
つ
な
が
る
不
適
物

前
述
の
受
入
基
準
に
合
致
し
な
い
不

適
正
ご
み
が
搬
入
さ
れ
る
と
、
ご
み
が

焼
却
炉
の
中
で
詰
ま
っ
た
り
、
機
械
に

絡
み
つ
い
て
動
作
不
良
を
起
こ
し
た
り
、

機
械
を
傷
つ
け
る
な
ど
、
焼
却
炉
が
故

障
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
害
物
質
が
発
生
し
て
、
焼

却
炉
の
停
止
に
至
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

焼
却
炉
が
停
止
す
る
と
、
復
旧
に
多

く
の
時
間
と
費
用
が
掛
か
る
だ
け
で
な

く
、
ご
み
の
受
入
態
勢
に
も
支
障
を
き

た
し
、
各
区
の
収
集
・
運
搬
作
業
に
ま

で
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

啓
発
活
動

清
掃
一
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Y
o
u
Tu
b
e
、
清
掃
一
組
だ
よ
り
、

各
清
掃
工
場
が
地
域
住
民
向
け
に
発
行

し
て
い
る
「
清
掃
工
場
だ
よ
り
」、
持

込
事
業
者
向
け
に
発
行
し
て
い
る
「
持

込
ニ
ュ
ー
ス
」
等
の
広
報
媒
体
を
活
用

し
て
、
ご
み
を
正
し
く
分
別
・
排
出
す

大量の瓶（不適理由：産業廃棄物） 長尺の布製品（不適理由：工場が定める寸法超過）

大量の砂糖（不適理由：粉末状又は顆粒状のため） 鉄格子の蓋（不適理由：産業廃棄物）

【左】メーカーから排出された乳製品、【右】廃プラスチック類（不適理由：【左右とも】産業廃棄物）

10月は不適正搬入防止月間です!!
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る
た
め
の
啓
発
を
区
民
や
事
業
者
に
向

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

不
適
正
搬
入
防
止
月
間
で
の
主
な
取
組

10
月
の
不
適
正
搬
入
防
止
月
間
で

は
、
清
掃
工
場
と
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン

タ
ー
で
、
不
適
正
ご
み
の
搬
入
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
搬
入
物
検
査
を
強
化
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
清
掃
工
場
内
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
や
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
搬

入
監
視
も
同
様
に
強
化
し
ま
す
。

適
正
な
分
別
・
排
出
に
ご
協
力
を
！

近
年
、
23
区
内
の
清
掃
工
場
で
不
適

正
ご
み
の
搬
入
事
例
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
こ
の
1
年
間

で
持
ち
込
ま
れ
た
不
適
正
ご
み
で
す
。

不
適
正
ご
み
が
搬
入
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
焼
却
炉
を
停
止
し
て
、
不
適
正
ご

み
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
清
掃
工
場
を
停
止
さ
せ
ず
、
安
定

的
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
、
区
民
一

人
一
人
が
ご
み
の
分
別
・
排
出
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

23
区
の
生
活
環
境
と
公
衆
衛
生
を
保

全
す
る
た
め
に
、
清
掃
工
場
は
欠
か
せ

な
い
施
設
で
す
。
適
正
な
分
別
・
排
出

に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
管
理
課
）

木製ベッド（不適理由：工場が定める寸法超過） 中身入りオイル（不適理由：産業廃棄物）

【左】ラッピングされた食品トレイ、【右】トレーラー用廃タイヤ（不適理由：【左右とも】産業廃棄物）

【左】ソファ、【右】マットレス（不適理由：【左右とも】工場が定める寸法を超過）

ごみ怪獣
「フーネン」
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　　　　　　　　　　　　　　開	催	成	績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

10 9/5〜9/9 9,145,538,860円 1,009,744人 1,829,107,770円 201,949人 9,060円 109.5% 112.7% 97.1%
11 9/18〜20・22〜23 6,626,097,890円 883,011人 1,325,219,580円 176,602人 7,500円 123.0% 114.4% 107.4%

〜インターネット上で楽しめるコンテンツが続々登場！〜

〜令和3年度決算の分配金は1区あたり6億円〜

【TCKオリジナルLINEスタンプ　好評発売中！】
　東京シティ競馬（TCK）では、今月からLINEで使えるTCKキャラ
クターのうまたせ！とウマタセーヌのスタンプの発売を始めました。
　かわいらしいデザインで、日常生活でとても使いやすいスタンプと
なっています。ぜひこの機会にお買い求めください。
＜販売内容＞
　ス タ ン プ 名：うまたせ！＆ウマタセーヌ�スタンプ
　クリエイター名：Champions�TCK
　販　売　価　格：120円（50LINEコイン）

【〜TCK公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」〜　SPAT4マルノリ投票機能を導入！】
　TCKでは、公式YouTubeライブ番組「ウマきゅん」とインター
ネット投票サイト「SPAT4」が連動した、出演者の予想と同じ
馬券をスムーズに購入できる「マルノリ投票機能」を導入しまし
た。これは、競馬業界において初となる取り組みです。
　今回スタートした「マルノリ投票機能」は、専用サイトに表示
される「マルノリ投票」ボタンを押すと、SPAT4サイトへ遷移し、
ウマきゅん出演者等と同じ買い目の馬券をSPAT4で購入すること
ができます。
　より楽しく、より便利になった公式YouTubeライブ番組「ウマ
きゅん」を、どうぞお楽しみください。
※ご利用にはSPAT4の会員登録と入金が必要になります。

　TCKでは、利益金の一部を特別区分配金として各区へ分配
しています。
　このたび、令和4年9月16日（金）に開催された第3回特別区競
馬組合議会定例会において、令和3年度決算の分配金が1区あた
り6億円・総額138億円と決定されました。この分配金は令和5年
度予算に計上され、令和5年4月下旬に各区あて分配予定です。
　TCKでは、今後も特別区分配金の分配等を通じて、競馬の
目的の一つである「地方財政の改善」に寄与してまいります。

（競馬事務局 広報課）

当期純利益及び特別区分配金の推移
決　算
年　度

平　成
29年度

平　成
30年度

令　和
元年度

令　和
2年度

令　和
3年度

当　期
純利益 55億円 61億円 80億円 143億円 162億円

分配金
総　額 34.5億円 46億円 69億円 115億円 138億円

一区あたり
の分配額 1.5億円 2億円 3億円 5億円 6億円

販売ページ
はこちら
▼

ウマきゅん「マルノリ投票」
特設サイトはこちら▶︎▶︎▶︎公式YouTubeチャンネルはこちら▶︎

マルノリ投票特設サイト
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11月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
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浦和競馬開催

川崎競馬開催

船橋競馬開催

サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●11月2日（水）
●1,600m

ハイセイコー記念（SⅠ）
●11月16日（水）
●1,600m

1996年に従来の「関東盃」から現在のレース名に改
称。名称はTCKと米国・サンタアニタ競馬場の友好交
流提携を結んだことに由来します。
＜優勝馬にゴールドカップの優先出走権を付与＞

ハイセイコーが1972年の青雲賞で記録した1分39
秒2の優勝タイムは、50年以上の歳月を経た現在も
破られていません。TCKが生んだ国民的スターホース
の偉業を称え2001年に現在のレース名に改められま

した。2020年からグレードが「SⅡ」から「SⅠ」に格上げされ、さらに南関東期待の若駒たち
が集まる注目のレースとなりました。＜優勝馬に全日本2歳優駿の優先出走権を付与＞

12月の開催予定
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東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京２歳優駿牝馬

大井競馬開催

勝島王冠

勝島王冠
（SⅡ）
●12月8日（木）
●1,800m

レース名称はTCKの所在地（品川区勝島）に由来し
ます。年末の東京大賞典へのステップレースとして
2009年に準重賞から重賞となり、さらに2018年
からはグレードが「SⅢ」から「SⅡ」に格上げされま
した。年末の大一番を目指す南関東の有力馬がひ
しめく、ハイレベルで注目度の高いレースです。
＜優勝馬に東京大賞典の優先出走権を付与＞

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（木）
●2,000m

一年の総決算として行われる年の瀬のビッグ
イベント。2011年から地方競馬初となる国際
GⅠに格上げとなり国際競走として実施されて
います。日本全国から集結したダートグレード
戦線の実績馬に加え、海外で活躍する実力馬
が参戦可能になり、その年のダートNO.1を決
める真のグランプリレースとなりました。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（金）
●1,600m

年末に3日連続で行われる重賞の第2弾は、
年の瀬のダートを彩るレディーたちが競演す
るマイル戦の牝馬重賞。年明けの交流重賞
に向けて、地元所属馬の勢力図を確認する意
味でも見逃せない一戦です。
＜優勝馬にTCK女王盃およびエンプレス盃
の優先出走権を付与＞

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（土）
●1,600m

2022年のラストを飾る重賞は、デビュー間も
ない2歳馬の女王決定戦。TCKには国内初の
試みが数多く存在しますが、2歳牝馬の重賞創
設もJRAに先んじた画期的な試みでした。翌
年春のクラシックロードに向けて、若き乙女た
ちが精一杯の走りを繰り広げます。

大井競馬開催


